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令和２年度は、藤原ゼミ（先輩）が田辺東小学校において、
プラスチックゴミの廃棄が引き起こす海の汚染や､地球温暖
化による環境の変化など「つくる責任・つかう責任」（ Goal 
12）を中心に、授業を計画して取り組みました。

それらを踏まえ、令和３年度私たちは、同じような要因から
海や陸の生き物の多様性が脅かされ、絶滅の危機に瀕する生
物、絶滅危惧種（Goal 13,14,15）にテーマを移しました。声

に出すことのできない生き物たちの訴えについて、具体的に
あげてみるとどうなるか、児童と一緒に考えました。

はじめに～プラごみから絶滅危惧種へ～

授業テーマ
令和２年度「プラスチックごみについて考えよう」
（家庭科／社会科×総合×国際理解教育）

令和３年度「絶滅危惧通信を作って動物の声を伝えよう」
（SDGs×総合×国際理解教育）



授業の構想・デザインの話し合い
授業に協力してくれる外国人留学生との打ち合わせや、授業で使用する教材作成に取り組みました。

また、コロナ禍のため、松井ケ丘小学校教務主任、第５学年の先生方、京田辺市市民参画課とリモー
トで打合せを行いました。



コロナの感染拡大の
ため、授業の単元計
画を全４時間から全
３時間に縮小しまし
た。

また、授業１、２時
間目は第５学年の先
生方が実施し、私た
ちは最後の３時間目
のみ授業を実施しま
した。

授業単元計画
（３時間）の作成



【１時間目】松井ケ丘小学校第５学年の先生方による授業

児童のコメント

１時間目の授業教材として、SDGs
クイズや日本のSDGs取り組み紹介、

私たちの自己紹介ビデオを準備し
ました。

また、外国人留学生４名は、出身
国でのSDGsの取り組みを紹介する
動画を作成しました。

コロナの感染対策のため、私たち
は廊下から授業を見学しました。

授業に協力してくれた外国人留学
生は、同志社大学グローバルコ
ミュニケーション学部の４名（以
下のとおり）です。シュエ・ワー
プインさん（ミャンマー）、ソ・
ジョンビンさん（韓国）、李婭萌
さん（リ・アモウ、中国）、傅楡
云さん（フ・ユウン、中国）



授業教材として、８つの動物
（ペンギン、ホッキョクグマ、
アザラシ、ウミガメ、キリン、
トラ、オランウータン、レッ
サーパンダ）の生態や環境の変
化などを記した『動物図鑑』を
作成しました。

また、児童がタブレット端末を
使って検索できるウェブサイト
についても事前に整理・準備し
ました。

児童は、これらを参考にして、
タブレット端末でロイロノート
のシンキングツール（フィッ
シュボーン）を使い、動物の絶
滅危機の現状と原因について調
べ、発表しました。

児童のコメント

【２時間目】松井ケ丘小学校第５学年の先生方による授業



【３時間目】藤原ゼミ学生と外国人留学生による出前授業（本番）

授業資料として「動物の名札」や声を出せな
い動物たちに代わって児童が声をあげる「プ
ラカード」の見本を準備しました。

児童は１、２時間目の授業で学んだことをも
とに、グループごとに８種類の動物に応じた
プラカードを作り、クラスで共有・交流しま
した。



絶滅危惧通信

３時間の授業プラスαとして、児童が学級や家庭でもSDGs授業

や絶滅危惧種について話し合いができるように学級通信『絶
滅危惧通信』を作成し、５年生に配布しました。

松井ケ丘小学校の５年生のみなさん! 
お元気ですか? 先日は、SDGs の授業に参加してくれてありが

とう。みんなが一生けん命勉強してくれたので、私たちは
とってもうれしかったです。
授業の最後に言っていた【絶滅危惧通信】が完成しました。
これを使って、SDGs の授業で勉強したことを、お家の人やお
友達に教えてあげてね。
またみんなに会える日を楽しみにしています。

同志社女子大学の学生より



①SDGsについて知った
・私は、SDGsはこれからの未来で生きる人たちや生き物が毎日

を安心して暮らせるようにする目標だと思いました。だから、
「今が良かったら良い」と思わないようにしようと思いました。

・人間は他の生き物を犠牲にして生きているからあまり良くな
いけど、より良い世界にもなるように頑張っているんだと知っ
た。でも、出来るだけ生き物は殺したくないと思った。

②絶滅危惧種と人間の行動の関連
・SDGsをみんながやることで海の汚染や自然破壊、動物の乱獲

が少しでも減って絶滅する動物や絶滅寸前の動物を救えると分
かりました。

・初めは、自分は何も環境を壊していないと思っていたけど、
授業を受けた後、よく考えてみたら少し心当たりがあるかもし
れないと思うようになった。たくさんの動物が絶滅危惧種に
なっていることを知ったので、これから私に出来ることを出来
るだけ実行していきたいと思った。

③行動の変容

地球には、今にも絶滅してしまいそうな動物がたくさんいるこ
とがわかりました。そして、これからは、そんな動物を増やさ
ないために、水や電気を節約したり、近場は自転車で行くなど
の、環境にいいことをしていきたいです。

①SDGsについて知った！
35／120人（およそ4人に1人）

②絶滅危惧種と人間の行動の関連について
気が付いた！
55／120人（およそ2人に1人）

③行動の変容(〇〇だから〇〇しようと思っ
た！）
44／120人（およそ3人に1人）

授業後アンケート
～児童が授業で学んだこと～



学生7名、留学生4名
・全員が出前授業に取り組んで良かったと回答。

・その理由は、学生たちは、教育実習以外に教壇に立てたこと、留
学生やゼミの仲間と単元づくりや授業資料の作成に取り組めたこと
をあげ、留学生は日本の小学校の授業に参加できた貴重な経験や、
大人ではなく子どもに対するSDGsについて、同志社女子大学の学生
と議論できたことをあげている。（同志社大学グローバルコミュニケー
ション学部留学生レポート
https://globalcommunications.doshisha.ac.jp/to_gc/report/）

学生の感想
・コロナ禍で小学校の授業見学が限られ、子どもたちの学習の様子
を想定することが困難な中、学習テーマのねらいや活動のまとめを
どうしていくか、絶滅危惧種について身近に感じてもらうために工
夫を凝らした。

・コロナにより、４時間の授業単元計画が急きょ３時間になり、状
況に応じた力を身につけることができた。また、３時間の本時の授
業案はもとより、担任の先生方が授業をするための教材や資料、動
画などを全て作成することができた。
・実際の本番の授業では、子どもたちの予想を超えたSDGs学習への

興味関心に支えられながら、プラカードの作成と教室内での共有、
交流の授業を行うことができた。

おわりに ～プロジェクトをふりかえって～

松井ケ丘小学校第５学年の先生方の感想
・身近な動物があげられていたのでより興味を持ち意欲
的に取り組めた。

・とてもわかりやすく名札などの準備をされていて楽し
く取り組むことができた。
・動物の声をプラカードにするという発想が面白かった。

藤原孝章特任教授のコメント
・昨年に比べて、状況の変化が激しく学生たちの臨機応
変の力が発揮できた。教材づくりや授業のデザインでも
優れたものとなった。課題としては、子どもたちの学び
の確かめをもう少し追求してもよかった。

・松井ケ丘小学校の校長先生、第５学年の先生方にこの
ような機会を提供していただいたことに感謝します。


